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老
人
ホ
ー
ム
建
築

教
育
委
員
に
大
深
安
治
氏
な
ど

1
2議
案
を
可
決

市議会だより

九
月
定
例
市
議
会

は
ヽ
さ
ろ
九
月
二
六

二
七
日
の
二
日
間
開

か
が
印
鑑
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
、
あ
わ

せ
て
一
二
議
案
が
審

議
可
決
さ
れ
ま
し
た

可
決
さ
れ
た
お
も

な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

・
長
門
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

（
説
明
）

こ
れ
に
よ
り
ゴ
ム
印
な
ど
印
影

が
鮮
明
で
な
い
も
の
や
印
鑑
の

大
き
さ
が
一
辺
の
長
さ
一
、
八

c
m
の
正
方
形
に
お
さ
ま
ら
な
い

も
い
は
印
鑑
届
か
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
‘

・
長
門
市
清
掃
条
例
の
一
部
改
正

（
説
明
）

こ
れ
は
収
扱
手
数
料
の
改
正
で

十
月
一
日
か
ら
いい
の
よ
う
に
改

め
ら
れ
る
も
り
。

ゴ
ミ
取
扱
手
数
料

ふ
ん
尿
汲
取
料

三
十
六
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

四
〇
円

・
長
門
市
下
水
道
使
用
条
例
の
一

部
改
正

（
説
明
）

こ
れ
も
使
用
料
の
改
正
で
十

月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め

ら
れ
る
も
の

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
説
明
）

こ
れ
は
仙
崎
新
屋
敷
（
下
水

道
処
理
ポ
ン
プ
場
横
）
に
終
末

処
理
場
用
地
と
し
て
三
四
八
坪

を
購
入
す
る
も
の

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（
説
明
）

こ
れ
は
教
育
委
貝
大
深
安
治

氏
の
任
期
が
九
月
三
十
日
で
満

了
す
る
た
め
後
任
を
き
め
る
も

の
で
、
仙
崎
、
大
深
安
治
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
昭
和
三
七
年
度
長
門
市
歳
入
歳

出
追
加
予
算
（
第
三
次
）

（
説
明
）

今
回
議
決
の
お
も
な
歳
出
は

次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
関
係

○
仙
崎
２
分
団
及
び
自
動
車
分
団

車
庫
の
改
築

土
木
関
係

○
湊
舗
装
（
継
続
）

○
江
良
線
、
大
河
内
線
（
継
続
）

○
宇
治
寄
尾
崎
線
（
新
規
）

○
大
石
頭
首
工
、
西
ヶ
浴
水
路
復

旧
工
小

教
育
関
係

○
深
川
小
学
校
プ
ー
ル
設
置

社
会
及
び
労
働
施
設
関
係

○
青
小
年
問
題
対
策
推
進
地
区
子

供
会
活
動
補
助

○
田
屋
床
団
地
加
圧
給
水
工
事

○
養
老
院
建
設
（
建
設
場
所
は
未

定
）

そ
の
他

○
防
犯
灯
設
置

な
ね
議
案
審
議
の
前
に
、
さ
き

に
辞
任
さ
れ
た
建
設
委
員
長
河
本

新
一
氏
の
後
任
に
山
下
義
雄
氏
が

副
委
員
長
に
徳
田
勤
氏
が
避
任
さ

れ
ま
し
た
。

年
末
金
融
は
早
め
に

国
民
金
融
公
庫
へ

景
気
調
整
下
一
般
の
情
勢
か
ら

昨
年
に
く
ら
べ
金
融
申
込
み
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

金
融
は
窓
口
が
混
雑
し
な
い
う
ち

に
早
め
に
申
込
み
を
し
て
下
さ
い

十
月
中
の
申
込
み
は
十
一
月
に

十
一
月
中
の
申
込
み
は
十
二
月
に

可
否
を
決
定
し
融
資
さ
れ
ま
す
の

で
、
計
画
を
す
で
に
お
立
て
の
方

は
今
す
ぐ
に
、
ま
た
今
か
ら
ご
計

画
の
方
も
早
め
に
申
込
み
ま
し
よ

う
。
な
お
貸
付
に
つ
い
て
は
、
現

在
貸
付
の
あ
る
方
は
そ
の
残
高
が

三
分
の
一
以
下
に
な
っ
た
場
合
に

貸
付
ら
れ
ま
す
。

自
作
農
維
持
創
設
資
金
の

借
入
申
込
受
付
中

農
委
事
務
局
で
は
、
昭
和
三
十
七

年
度
三
、
四
半
期
の
申
込
を
次
の

要
領
で
受
付
中
で
す
。

一
、
受
付
期
限

昭
和
三
十
七
年
十
月
十
五
日

ま
で
。

一
、
借
受
資
格

長
門
市
内
に
居
住
し
て
い
る

中
程
度
以
上
の
農
家
で
農
林

水
産
業
以
外
の
収
入
が
農
業

収
入
の
半
分
以
上
を
占
め
な

い
こ
と
。

一
、
貸
付
限
度
及
条
件

最
高
四
〇
万
円
、
年
利
率
五

歩
、
二
十
ヶ
年
元
利
均
等
年

賦
償
還
、
保
証
人
二
名
（
年

令
五
○
歳
未
満
の
人
）

一
、
申
込
方
法

各
区
長
宅
並
び
に
農
業
委
員

会
に
あ
る
申
込
用
紙
に
よ
り

申
込
む
こ
と
。

福
祉
年
金
と
公

的
年
金
の
併
給

受
給
手
続
き
は

十
月
一
日
か
ら

従
来
は
福
祉
年
金
の
額
よ
り
低

額
の
公
的
年
金
（
恩
給
、
年
金
、

扶
助
料
な
ど
）
受
給
者
に
対
し
て

の
み
福
祉
年
金
の
額
の
限
度
で
公

的
年
金
と
の
併
給
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
の
十
月
か
ら

、
こ
の
併
給
の
基
準
額
ｙ
年
二
方

四
千
円
に
ひ
き
あ
げ
ら
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
的
年
金
が
恩
給
法
に

よ
る
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
あ
る

い
は
公
務
扶
助
料
な
ど
で
、
旧
軍

人
軍
属
や
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
公
務
に
も

（
二
面
に
つ
づ
く
）

区　　　　　　　　 分
一般家庭

官公署、会社、銀行（いずれも従業員15人
未満）保育園、普通店舗

官公署、会社、銀行（いずれも従業員15人
以上）その他の店舗
旅館、料理屋（収容人員30人未満）

旅館、料理屋（収容人員30人以上50人未満）

旅館、料理屋（収容人員50人以上）

病院、市場、劇場、映画館

料 金
月　50円

月100 円

月150 円

月250 円

月350 円
月500 円

月700 円

区　　分
汚水　家事用
〃　　営業用、工業用

” 　　湯屋業
〃　　学校、幼稚園、

劇場、映画館など
水洗便所によるし尿　大便器　　１ヶ当り100円

〃　　　　　小便器　　　1ケ当り70円
〃　　　　大小便両用器　１ヶ当り120円

1ヶ月の基準金額１ヵ月当り最低料金
人口１名につき10円　50円( 浴場のないもの30円)
１トン当り６円

浴槽容積１立方米当り300円

定は50名ごとに40円

70円
400円

100円

今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
三
釖
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
十
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
月
三
十
一
日
ま
で
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自

動

車

に

は

検
査
の
マ
ー
ク
を
つ
け

な
い
と
走
れ
な
い

明
年
１
月
か
ら
実
施

道
路
運
送
車
両
法
が
一
部
改
め

ら
れ
、
明
年
一
月
一
日
か
ら
自
動

車
検
査
標
章
（
マ
ー
ク
）
を
つ
け

な
く
て
は
走
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
を
次
の
と
お
り
交

付
し
ま
す
。

（
交
付
す
る
場
所
）

山
口
陸
運
事
務
所

日
曜
祭
日
を
除
く
毎
日
九
時

か
ら
一
六
時
（
但
し
土
曜
日

は
一
一
時
ま
で
）

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
県
内
の
検

査
場
で
も
出
張
交
付
を
し
ま
す
が

そ
の
う
ち
萩
検
査
場
で
の
出
張
交

付
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

萩
検
査
場

1
0月
2
2日
　
1
1月
1
3日

（
い
ず
れ
も
1
0時
か
ら
1
5時
ま

で（
持
参
す
る
も
の
）

自
動
車
検
査
証

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証

明
書

作
品
募
集

芸
術
祭
参
加

第
1
6回
山
口
県
美
術
艇

（
部
門
別
）

第
１
部
　
　
日
本
画

第
２
部
　
　
洋
　
画

第
３
部
　
　
彫
　
刻

第
４
部
　
　
工
　
芸

第
５
部
　
　
書
　
道

第
７
部
　
　
デ
ザ
イ
ン

（
第
６
部
の
写
真
は
除
く
）

（
作
品
の
搬
入
）

1
0月
1
1日
ま
で
市
教
委
事
務
局

ま
で
作
品
を
持
参
の
こ
と
、
一
括

会
場
ま
で
搬
入
す
る
予
定

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
事
は
市
教
育
委
員
会

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

秋の県体 相
撲
総
合
で

長
門
市
一
位

水
高
　
高
校
の
部
で
優
勝

来
年
ひ
ら
か
れ
る

山
口
国
体
の
試
練
の

場
と
し
、
県
下
各
国

体
競
技
の
引
受
地
で

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
が

さ
る
九
月
二
九
日
か
ら
十
月
一
日

ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
長
門

市
で
も
相
撲
競
技
が
市
営
相
撲
場

で
、
九
月
二
九
日
、
三
〇
日
の
二

日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

県
体
は
高
校
、
教
員
、
青
年
、

一
般
の
四
つ
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ

を
市
部
と
郡
部
で
試
合
を
行
う
も

の
で
当
日
の
相
撲
競
技
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

教
員
の
部

（
団
体
）

市
部
　
①
下
関
市
②
山
口
市

郡
部
　
①
美
祢
郡
③
豊
浦
郡

（
個
人
）

①
今
橋
②
上
利
③
森
田
（
い
ず

れ
も
美
祢
郡
）

高
校
の
部

（
団
体
）

①
山
口
水
産
⑧
宇
部
工
③
萩
高

（
個
人
）

①
片
岡
（
水
産
）
②
田
中
（
宇

部
工
）
⑤
大
饗
（
お
お
あ
え

）
　（
宇
部
商
）

青
年
の
部

（
団
体
）

市
部
　
①
岩
国
市
②
下
関
市
③

小
野
田
市

郡
部
　
①
都
濃
郡
②
大
津
郡
③

阿
武
郡

（
個
人
）

①
原
田
（
都
濃
郡
）
②
土
井
（

阿
武
郡
）
⑧
小
川
（
下
関
市

）
一
般
の
部

（
団
体
）
　
　
　
　
　
．

市
部
　
①
宇
部
市
⑧
下
関
市
③

山
口
市

郡
部
　
①
玖
珂
郡
②
美
祢
郡
⑧

都
濃
郡

（
個
人
）

①
池
田
（
宇
部
市
）
②
安
部
（

山
口
市
）
④
土
井
（
下
関
市

）
総
合
の
部
（
相
撲
の
み
）

市
部①

長
門
市
、
下
関
市
、
宇
部
市

郡
部①

美
祢
郡
②
都
濃
郡
⑧
玖
珂
郡

１０月11日ー２０日
秋の交通安全県民運動

事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は

お
そ
す
ぎ
る

踏
切
り
通
過
は
一
旦
と
ま
り

左
右
を
よ
く
見
て

踏
切
り
事
故
の
大
き
い
原
囚
は
列
車
が
通
る
直

前
に
横
断
す
る
た
め
、
咋
年
度
の
事
故
は
国
鉄

中
国
支
社
管
内
で
、
二
六
四
件
（
死
亡
九
二
人

負
傷
一
〇
〇
人
）
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。

踏
切
り
を
通
る
と
き
は
一
旦
と
ま
っ
て

左
右
の
安
全
を
確
め
て
通
り
ま
し
よ
う
。

全
国
雑
音
一
掃

運
動
実
施

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
全
国
一
斉
に
ラ
ジ
オ

テ
レ
ビ
の
雑
音
障
害
を
一
掃
す
る

運
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
宅
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
は
気

持
よ
く
明
朗
に
受
信
さ
れ
て
お
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

雑
音
で
お
困
り
の
方
は
御
遠
慮

な
く
中
国
電
力
営
業
所
又
は
市
役

所
総
務
課
え
御
相
談
下
さ
い
。

保
母
さ
ん
と
し
て

臨
時
に
働
き
た
い
方
へ

児
童
福
祉
施
設
の
保
母
さ
ん
方

が
お
産
で
休
ん
で
い
る
間
、
お
子

さ
ん
た
ち
の
お
世
話
を
し
て
下
さ

る
意
思
の
あ
る
方
は
、
長
門
市
福

祉
事
務
所
で
登
録
し
て
下
さ
い
。

施
設
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
と

き
、
県
が
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

勤
務
先
　
県
内
保
育
所
な
ど
の

児
童
福
祉
施
設

資
格
　
　
次
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
も
っ
て
い
る
こ
と

イ
　
保
母
養
成
所
出
身
者
又

は
保
母
試
験
合
格
者

口
　
看
護
婦
の
免
許
状
所
有

者

ハ
　
大
学
に
お
い
て
児
童
福

祉
関
係
の
学
科
を
修
め

て
卒
業
し
た
も
の
。

待
遇
　
一
日
、
三
五
〇
円
以
上

勤
務
期
間
　
一
二
週
間
前
後

く
わ
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

料
理
店
、
旅
館
等
を
利
用
し
た

場
合
は
必
ず

「
公
給
領
収
証
」

を
う
け
と
り
ま
し
よ
う

1
0
月
１
日
ー
3
1
日

公
給
領
収
証
受
付
強
調
月
間

一
面
よ
り
続
き

と
づ
く
も
の
」
で
あ
る
と
き
は
、

併
給
の
基
準
額
二
万
四
千
円
を
七

万
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
裁
定
請
求
手
つ
づ
き
等
に

つ
い
て
、
市
民
課
年
金
係
又
は
各

支
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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